
 
 

 科 目 名(Subject) 知的財産権法研究（発展） Intellectual Property Law 

 単 位 数(Credits)    ２   単位  開講時期 後 期 

 担当教員名(Name) 才 原 慶 道 Yoshimichi Saihara 研究室番号(Office)  ３２３ 

 Office Hours 最初の授業の際に指示します。 

１．授業目的・方法(Course objective and method) 

授業は演習形式です。特許法の先端的な論点を含む裁判例を１回に１件取り上げる予定です。履修者

は、担当する裁判例について、事案の概要のほか、争点に対する裁判所の判断などを紹介した上で、「知

的財産権法研究（基本）」での学習を踏まえ、その内容を多角的に検討し、その結果を報告します。報告

とそれに続く議論を通じて、新たな問題に直面したときにも対処することができる知的財産法の思考方法

を磨くことが、この授業の目的です。 

 

２．授業内容(Course contents) 

取り上げる裁判例としては、以下の論点などを含むものを予定しています。 

機能的クレームの解釈 

プロダクト・バイ・プロセス・クレームの解釈 

均等論 

多機能型間接侵害 

無効の抗弁 

消尽 

先使用権 

職務発明 

（予習事項）報告の準備等 

 

３．使用教材(Teaching materials) 

 裁判例（別途、指示します。） 

 

４．成績評価の方法(Grading) 

   

評価の要素 ウェイト 

出席 １５％ 

報告 ６０％ 

授業への参加（質疑等） ２５％ 

 

５．成績評価の基準（Grading Criteria) 

 最初の授業の際に説明します。 

 

６．履修上の注意事項(Remarks) 

 

 

 


